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研究成果の概要（和文）：英領植民地における野生動物保護政策、とりわけ国立公園設立のプロ

セスの比較検討を 1930 年代に焦点をおいておこなった。その結果、英領アフリカにおける国

立公園形成においては英本国の保護団体の影響力が行使され、それが現地社会の著しい軋轢を

もたらしたこと、これに対して、英領アジア（とくにマラヤ）においては現地社会との媒介を

果たすローカルな保護団体の存在が、保護政策をスムーズなものとしたことなどが明らかとな

った。 

 
研究成果の概要（英文）：This is a comparative study on the conservation policies in some 
areas under the British rule, with main focus on the processes to nationalize preserves 
for the wild life in 1930s. We have found out that in British Africa, especially in the 
case of Tanganyika, a British conservation lobby in London exerted much influence, which 
caused fierce objection among the local people. In comparison with that, in British Asia, 
especially, in the British Malaya, those processes went smoothly through the mediation 
of local conservation bodies. 
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１．研究開始当初の背景 

 

すでに、平成１６年度～１８年度にわたり、
研究種目基盤Ｃ、研究課題名「英領アフリカ
における自然・環境保護政策の展開」につい
て研究をすすめてきた。これは、 

 

（１）１９世紀以降、イギリスが自らの狩猟
文化をアフリカ社会に移植したがゆえに、野

生動物の急速な減少という事態を引き起こ
したこと 

（２）こうした事態に直面して、アフリカに
おけるスポーツとしての狩猟を持続可能な
ものとすべく、英本国および植民地政府の手
によって１９世紀末以降、野生動物保護の施
策がとられるようになったこと 

（３）１９紀末以降、２０紀半ばまでに英帝
国の下でとられた諸保護政策が、現在の野生
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動物、ひいては世界的な自然環境保護運動の
起源の一つとなったであろうこと 
 
などを、地域研究をふまえてあきらかにしよ
うとするものであった。上記の研究を進める
中で、次第にあきらかになってきたことは 
 
（４）イギリス帝国下での保護政策が、個々
の植民地の実情に即したものであるという
よりも、しばしばそれを無視する形でおこな
われ、そのことがアフリカ人コミュニティの
みならず現地の英人行政組織とも激しい争
いを惹起したこと 
（５）そうした現地の事情と乖離した政策が
遂行される背景として、ロンドンに拠点をお
く野生動物保護団体（ Society for the 
Preservation of Fauna of Empire 以下、Ｓ
ＰＦＥと略記 ）の利害、この団体と植民地
省を中心にして築き上げられた人的ネット
ワークがあったということ 
（６）この強力なネットワークは、本国とア
フリカ諸植民地を結ぶだけでなく、1930 年代
以降、英領アジアにまで広がりを見せていっ
たこと 
（７）したがって、この英帝国下の自然・環
境保護政策の全体像を理解するには英領ア
ジアの経験、その他の地域との相互作用への
洞察、および比較の観点が欠かせないこと 
 
これらのことを踏まえて、この研究をさらに
発展させることがこの研究の当初の背景で
あった。 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、イギリス帝国を基盤として築き
上げられた野生動物・自然保護の国際的ネッ
トワークの全体像に迫り、現代の global 
environmentalism の歴史的起源の一つを明
らかにしようとするものである。 

 
そのために、アジア各地に及んだ自然保護

団体の人的ネットワークの実態を明らかに
しつつ、さらにはアフリカとアジアの経験の
比較検討をケースス・タディに基づいておこ
なうことを目的とした。 

 
英領植民地時代の野生動物、自然保護の歴

史に関する研究は、先駆的ではあるが、概論
的なＪ．マッケンジーの研究以降、英領アフ
リカの個々の植民地について、より実証的、
地域研究をふまえたリサーチが着実に進ん
できた。代表的なものとして、Ｊ．カラサー
の南アフリカ、Ｔ．ランスのカメルーン、Ｔ．
レンジャーのジンバブエ、そしてＲ．ニュー
マンのタンザニア研究）などがそれである。
しかし、これらの個別研究に決定的に欠落し

ていると思われるのは、個々の地域の保護政
策が、英本国を中心とした保護主義者の人的
ネットワークに支えられ進展してきたとい
う観点である。その実体解明抜きにして、
個々の事例の充分な理解は不充分なものと
どまると思われる。 

 
他方、おなじくこのネットワークに支えら

れて進展したと思われる英領アジアにおけ
る保護政策の実態については、研究はほとん
どおこなわれてこなかったと言ってもよい。
たとえば、英領インドについていくつか事例
研究があり、邦語文献も存在する。しかし、
それらはいずれも森林保全政策を対象とす
るものである。これは英本国が当初最大の力
点をおいたのがアフリカの動物層保護であ
ったということに起因するのであるが、上述
のネットワークを背景として、アジアの保護
政策とアフリカのそれが進展したのならば、
この両地域の状況を視野に入れた研究は、英
帝国下の自然・環境保護政策の全体像把握に
不可欠であるのみならず、やがて英帝国の枠
を越えて広がっていくこのネットワークの
歴史的特質を理解する上でも決定的に重要
なものである。 

 
先述のように英領アジアの保護政策の歴

史については、先行研究がほとんどないに等
しい。そこで、わずか４年でこのテーマにつ
いて包括的に検証するのは不可能であると
考え、本研究では、次の二点に研究の目的を
しぼることにした。 

 
（１）英領アジアの各地域に存在した保護

主義の諸団体の実態の解明、さらにこれらと
保護主義団体の世界的なネットワークとの
関連について解明すること。とりわけ、英領
マラヤ、インド、さらにスリランカの保護団
体の実態を解明すること。 

 
（２）このネットワークによる影響力行使

の結果である、イギリス領マラヤ（マレー連
合州）のジョージ５世王国立公園（ King 
George V National Park 1939 年 現タマン
ネガラ国立公園）と、英領アフリカの国立公
園設立の出発点となったとされるタンガニ
ーカのセレンゲティ国立公園（Serengeti 
National Park 1959 年 国立公園の宣言は
59 年だが、上記ジョージ５世国立公園と同時
期、1930年代からその計画がすすめられてき
た）の形成にいたるプロセスを比較検討する
こと。 

 
この二つが具体的な研究目的である。その

重要性は次のとおりである。1930 年代以降こ
の人的ネットワーク形成の動きが本格化す
るのだが、この時築き上げられたネットワー



 

 

クが第二次大戦後、イギリス帝国という枠組
みを乗り越えて、現代の国際的な野生動物保
護運動（国際自然保護連合など）の母体にな
っていくのである。つまり、国民国家の枠組
み を 超 え る 、 現 代 の  global 
environmentalism の歴史的起源の一つにつ
いて、その全体像に迫ることが研究の目的の
一つなのである。さらに、こうした国際的野
生動物保護運動のもとで展開する自然環境
保護政策が、依然としてしばしば現地のコミ
ュニティと激しい軋轢をともないながら進
展しているという事実にかんがみれば、その
歴史的起源、社会的性格、そこで共有されて
いる文化的前提（とりわけ、ヨーロッパ人の
特殊な自然観）などを理解することは、現代
的な視点からもきわめて重要であると考え
る。 

前述の二つの国立公園計画は、本格的な組
織化がすすむ野生動物保護諸団体最初に取
り組んだ企てであった。この二つの国立公園
形成について詳細に比較検討することは、イ
ギリス帝国下における自然保護政策の全体
像を俯瞰する上で、きわめて重要だと考えら
れるのである。 

 
３．研究の方法 
 

英領アジアの各地域に存在した保護主義
の諸団体の実態の解明については、ＳＰＦＥ
のアジアにおける有力な協力団体であった、
Malay Association for the Nature 
Protection, Ceylon Game Protection 
Society, Darjeeling Natural History 
Society, Association for the Preservation 
of Game in the United Province などの諸
団体に関する史料を収集、分析することを通
じておこなった。これらについて、会報など
の主な史料の収集作業とともに、会報に記載
されている構成メンバーのデータ・ベース化
をおこなった。構成メンバーのプロフィール
作成には、インド、マレーシア史関係の研究
書、ビブリオグラフィなどとの照合作業を丹
念におこなう必要があった。 
 
ＳＰＦＥに関してもその設立時（1902 年）以
降の機関誌（途中で名称の変更があるが）を
ほぼ網羅し、データ・ベース化作業を進めた。
これは約４０年にわたる作業ゆえ、まだ現在
も進行中である。 
 
 今回の研究の中心であるマレー連合州関
係の史料はクアラルンプルの Arkib Negara 
Malaysia に一月半足を運んで収集した。と
りわけ、上記の Malay Association for the 
Nature Protection に関する史料、ジョージ
５世王国立公園設立に関わる本国議会史料
までもが網羅的にコレクションされていた

のでこれを利用できた。また、Malay 
Association for the Nature Protection の
設立やその後の国立公園形成運動にもコミ
ットした Theodore Hubback（英国人。マレー
連合州に移住し、連合州でゴム農園を経営後、
形成期のジョージ５世王国立公園の初代管
理監をつとめた人物である）関係の史料も不
充分ではあるが、Arkib Negara Malaysia で
収集した。また、彼の書簡、議会調査委員会
（ジョージ５世王国立公園設立に関する本
国の議会調査委員会）への報告なども、上記
文書館および Malaysia National Library で
収集した。 
 
 本研究、とりわけ英領マラヤについては先
行研究が皆無なので、史料の収集とデータ・
ベース化から始めなければならず、先述のよ
うにデータ・ベース化は未完である。他方、 
英領タンガニーカについては少ないながら
も先行研究があるので、これを収集し、消化
すること、さらには SPFEの機関誌にセレン
ゲティ国立公園形成に関する詳細なレポー
トが頻繁に記載されるので、これらにもとづ
いて、国立公園形成のプロセスを再構築する
という方法をとることにした。 
  
４．研究成果 
 

今回の研究で得られた成果は主に次の４
点である。 

 
（１）これまで研究がほとんど無いに等し

いアジアの諸保護主義団体について、デー
タ・ベースの構築とともに、会員の社会的背
景の調査、植民地行政へのコミットメント実
態などの解明が進んだこと。 

 
（２）個々の保護主義諸団体とともに、英

本国の団体であるＳＰＦＥにおいても、３０
年代に明らかな人員構成の変化が生じてい
ることが明らかになった。これまでのアフリ
カの保護主義政策史でもイギリス帝国下に
おける自然環境保護政策は、1930 年代に大き
なパラダイム・シフトを経験したとつとにい
われてきた。それまでの、ジェントルマン＝
エリートによるハンティングのための資源
維持に主眼をおいた野生動物＝ゲーム（狩猟
対象動物）保護の段階から、ゲームのみなら
ず、生態系全体の保全という「近代的」な保
護主義への転換である。そのための装置とし
て、国立公園という概念が 1933 年のアフリ
カ野生動物層保護に関する国際会議（ロンド
ン）で提起され、一部のハンティング・エリ
ートの特権維持のためのものにすぎなかっ
た保護政策・運動が、理念的なものではあれ、
国民全体がかかわり（「国民の公園」）、また
その成果を享受するものへの転換が促され



 

 

たというのである。この政策の変化の背景と
考えられる保護主義団体の会員構成の変化、
さらにはイギリス帝国の枠を超えた国際的
ネットワークの形成のプロセスは、本国首都
ロンドンに拠点を置くＳＰＦＥはもちろん、
英領アジア各植民地においても明らかにみ
られるのであり、これらの団体の植民地行政
へのコミットメントの仕方の変化からもそ
のことが確認された。 

 
（３）今回検討したアジアの諸保護主義団

体からのＳＰＦＥへの投稿、報告、さらには
書簡のやりとりから、上記のパラダイム・シ
フトとほぼ軌を一にして、こうした団体のＳ
ＰＦＥからの自立化の動きが明らかにみら
れることが判明した。とりわけ、Theodore 
Hubback  が 中 心 と な っ て い た Malay 
Association for the Nature Protection は
その典型であり、ジョージ５世王国立公園の
設立に至るプロセスにおいて、この団体はつ
ねにパハン行政区担当者に影響を行使して
いたこと、１９３０年代初頭におこなわれた
「マラヤ野生動物保護委員会」による調査の
中心となっていたこと、パハンにおける主要
産業であったゴム・プランテーションおよび
ゴム産業協会（国立公園設営に対する最大の
反対勢力）との交渉もこの団体が担い（しば
しば構成メンバーが重なる）、植民地行政と
現地白人社会との利害調整に多大な貢献を
したことなどがあきらかとなった。後述する
ように、この国立公園の形成のプロセスで現
地社会との軋轢が、タンガニーカのケースと
比較して少なかったのは現地（白人）社会と
常に調整しながら保護主義政策を遂行する
中心となったこれらの保護団体の存在があ
ったことが大きいと考えられる。ただ、この
研究で、マレー系住民、中国系住民のこの政
策に対する反応がほとんど史料に乏しく検
討できなかったのは残念であった。 

 
（４）アジア、とりわけジョージ５世王国

立公園の形成が比較的スムーズに進行した
ように見えるのに対して、1937年の計画立案
からセレンゲティの国立公園化まで 22 年を
要した。この主な原因は、ヌゴロンゴロ地区
の公園化によって既存の放牧権や水利権を
失うことになる原住民（その中心はマサイ族
である）による強力な反対運動（反乱）、植
民地独立運動とこれらの反対運動が結びつ
くことを恐れた植民地行政、本国のＳＰＦＥ
の圧力（その圧力は本国植民地省および、植
民地行政の一端でありながら植民地政府と
は自立した動きをみせた公園管理委員会を
通じて行使された）とが、互いに歩み寄るこ
とができずに迷走したことにある。とりわけ、
植民地行政府は反対運動に常に配慮する姿
勢を示しながら、結局は本国の圧力団体（こ

の時点ではＳＰＦＥは Fauna Preservation 
Society に改名している）に屈して、原住民
の強制退去に踏み切ることになったことが
現在に至るまでの住民の権利回復運動の原
因を作ることとなった。英領マラヤのケース
と明らかに異なるのは、ここでは現地社会と
の結節点になりうるような保護団体が白人
社会の中に形成されなかったことであり、こ
うした団体の現地社会の実情に即した保護
政策の提案もなされなかったことであると
考えられる。 
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